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平
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3
0
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年
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N
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合
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２
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１
）

２
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２
０
人
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－
３
）

１
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９
２
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（
－
２
）

１
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９
８
世
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０
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人

口
・

世
帯

状
況

 3
0
年
6
月
末
時
点
（
前
月
比
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7
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 安

田
八

幡
宮

相
撲

大
会

②
　
　
　
安
田
と
体
験
ツ
ア
ー
（
収
穫
体
験
編
）

③
　
　
　
鮎
マ
ス
タ
ー
ズ
を
開
催
！

⑧
　
　
　
高
知
大
学
医
学
部
看
護
学
科
だ
よ
り

⑭
～
㉓
　
議
会
だ
よ
り
（
第
1
5
4
号
）

安
田
町
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
安
田
朗
」

あ
ん
た
ろ
う

ⓒ
安
田
町
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安
田
と
体
験
ツ
ア
ー

　６
月
３０
日
に
「
安
田
と
体
験
ツ

ア
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

で
７
回
目
と
な
る
本
ツ
ア
ー
は
、

清
流
安
田
川
の
伏
流
水
で
育
っ
た

み
ず
み
ず
し
い
野
菜
が
、
ど
の
よ

う
な
過
程
で
栽
培
さ
れ
、
新
鮮
な

味
は
ど
う
な
の
か
を
収
穫
体
験
等

を
通
じ
て
知
っ
て
も
ら
い
、
〝
安
田

町
の
フ
ァ
ン
〞
と
な
っ
て
い
た
だ

き
た
い
思
い
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　降
り
続
く
雨
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
ツ
ア
ー
当
日
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
１１
組
２９
人
の
参
加
者
は
午

前
８
時
３０
分
に
唐
浜
駅
へ
集
合
し
、

２
班
に
分
か
れ
て
ナ
ス
・
ピ
ー
マ

ン
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
、
対
象
者
を
小
中
学
生
の
親

子
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
、

大
人
の
方
の
み
の
参
加
も
可
能
と

し
た
た
め
、
友
人
同
士
や
農
業
に

関
心
の
あ
る
方
の
参
加
が
あ
り
、

参
加
者
は
、
生
産
者
の
説
明
を
熱

心
に
聞
き
、
体
験
中
も
質
問
を
し

た
り
、
「
農
家
の
方
た
ち
の
大
変
さ

が
伝
わ
り
ま
す
」
と
話
し
な
が
ら

一
生
懸
命
に
収
穫
し
て
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　収
穫
体
験
後
は
、
安
田
町
化
石

発
掘
体
験
場
で
発
掘
体
験
を
行
い

ま
し
た
。
大
き
な
化
石
を
発
見
し

悪
戦
苦
闘
し
て
い
る
姿
を
参
加
者

同
士
が
応
援
し
た
り
、
「
ま
た
発
掘

体
験
が
し
た
い
！
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
る
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も

も
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　ツ
ア
ー
後
半
で
は
、
味
工
房
じ

ね
ん
で
の
買
い
物
の
後
、
せ
せ
ら

ぎ
の
郷
小
川
で
町
の
歴
史
や
文
化

な
ど
に
触
れ
る
○
×
ク
イ
ズ
を
行

い
、
安
田
町
産
土
佐
あ
か
う
し
と

採
れ
た
て
野
菜
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

で
は
、
自
分
た
ち
が
収
穫
し
た
野

菜
や
新
鮮
な
ト
マ
ト
、
オ
ク
ラ
、

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
を
自
然
の
中

で
堪
能
し
ま
し
た
。

　帰
路
で
は
、
輝
る
ぽ
ー
と
安
田

「
土
佐
の
元
気
市
」
や
安
田
と
夢

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
「
キ
ラ
ラ
」
で
特

産
品
や
ス
イ
ー
ツ
の
買
い
物
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
皆

さ
ん
と
お
話
し
し
た
り
、
空
気
の

き

れ

い

な

場

所

で

の

バ

ー

ベ

キ
ュ
ー
は
最
高
に
楽
し
く
、
お
い

し
か
っ
た
で
す
」
「
大
満
足
で
し

た
。
安
田
町
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま

し
た
」
「
じ
っ
く
り
訪
れ
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
色
々
な
見
ど

こ
ろ
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
で
も
応
援
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
の
回

答
を
い
た
だ
き
大
変
好
評
で
し

た
。　町

で
は
、
今
後
も
各
種
交
流
事

業
を
通
じ
て
、
〝
安
田
町
の
フ
ァ

ン
づ
く
り
〞
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ツ
ア
ー
開
催

に
あ
た
っ
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

採れたて野菜でバーベキュー 土佐あかうしのうまみを堪能

クイズの正解者でじゃんけん 景品の町特産品に大喜び

参加者全員で記念撮影

収穫体験の様子①

収穫の説明中

収穫体験の様子②

化石発掘体験の様子① 化石発掘体験の様子②

安
田
と
体
験
ツ
ア
ー

あ
ん

　
　

 
た
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　６月１８日、ダイワ鮎マスターズ２０１８の四国地区大会が、昨年

に引き続き安田川で開催され、県内外から参加した１１６人が西日

本ブロック大会への出場権をかけて、早朝からその技量を競いま

した。

　前日の下見で

は、石の色が悪

く、釣り人から

の情報も数尾と

いう釣果だったため、大会で

の釣果が心配されましたが、

さすがは名手ぞろい。釣果は

予選トップが１８尾、決定戦で

は３０尾とハイレベルなバトルとなりました。

　今大会は、全国大会での優勝経験もある本町の有岡只祐選手が優勝しまし

た。有岡選手を含め、上位１１人が出場権を獲得した西日本ブロック大会での

活躍が、大いに期待されます。

　また、選手が釣った鮎は地元の福祉施設に寄贈いただき、閉会式では各施

設の代表の方が、主催者側から受け取りました。

四国各地から集まった太公望

表彰される選手たち

鮎との真剣勝負

覇を競うバトル!!
～ダイワ鮎マスターズ2018四国地区大会～

覇を競うバトル!!
～ダイワ鮎マスターズ2018四国地区大会～

　７
月
１４
日
に
安
田
さ
く
ら
園
で
、

夕
涼
み
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　天
候
に
恵
ま
れ
、
園
庭
で
の
開
催

と
な
り
、
年
長
組
に
よ
る
子
ど
も
み

こ
し
を
皮
切
り
に
、
「
に
ん
に
ん
忍
た

ま
音
頭
」
「
よ
さ
こ
い
パ
ッ
シ
ョ
ン
」

で
の
踊
り
な
ど
、
日
ご
ろ
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
元
気
あ
ふ
れ
る
姿

を
披
露
し
ま
し
た
。

夕
涼
み
会
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安田町子ども相撲安田八幡宮大会

中山支所に保管されていた文書 和・展示室の様子

資料・情報等提供のお願い

　安田まちなみ交流館・和では、現企画展に引き続き、１０月１３日（土）から幕末維新博関連企画第５弾として、

郷土の先人「竹本土佐太夫（南馬太郎）」にスポットを当てた企画展の開催を予定しており、現在、文献等

の調査を進めているところですが、竹本土佐太夫に関する資料が少ないため、町民の皆さまのなかで、竹本

土佐太夫に関する資料や情報等をお持ちの方がおられましたら、ぜひ、ご協力をお願いします。

連絡先　安田まちなみ交流館・和　☎・FAX 38－3047

安田まちなみ交流館・和 新企画展開催中

安田町子ども相撲安田八幡宮大会安田町子ども相撲安田八幡宮大会

　
安
田
ま
ち
な
み
交
流
館
・
和
で

は
、
志
国
高
知 

幕
末
維
新
博 

関

連
企
画
第
４
弾
「
中
芸
み
ん
な
の

日
本
遺
産
写
真
・
資
料
展
　
〜
日

本
一
の
御
留
山
か
ら
魚
梁
瀬
森
林

鉄
道
へ
〜
」
を
開
催
中
で
す
。

　
「
御
留
山
は
ど
こ
に
あ
る
が
？

…
」
と
数
人
の
方
か
ら
聞
か
れ
ま

し
た
。
御
留
山
と
は
、
藩
が
所
有

し
管
理
す
る
山
を
指
す
も
の
で
、

魚
梁
瀬
の
森
林
も
厳
し
く
管
理
さ

れ
、
そ
の
質
の
良
い
美
林
は
宝
山

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

明
治
時
代
に
は
国
有
林
と
し
て
管

理
さ
れ
、
殖
産
興
業
の
発
展
の
な

か
、
中
芸
地
区
の
経
済
を
支
え
て

き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

魚
梁
瀬
森
林
鉄
道
は
、
こ
の
木
材

運
搬
の
た
め
、
明
治
４４
年
に
全
国

３
番
目
の
森
林
鉄
道
と
し
て
運
行

を
開
始
し
て
い
ま
す
。
企
画
展
で

は
、
当
時
の
鉄
道
の
様
子
、
森
林

伐
採
、
人
々
の
暮
ら
し
な
ど
の
写

真
パ
ネ
ル
や
、
実
際
に
使
わ
れ
て

い
た
森
林
伐
採
の
道
具
な
ど
を
展

示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
町
で
は
、
平
成
２８
年

度
か
ら
高
知
城
歴
史
博
物
館
の
協

力
の
も
と
、
中
山
支
所
に
保
管
さ

れ
て
い
た
旧
中
山
村
の
文
書
調
査

を
進
め
て
お
り
、
こ
の
調
査
に
よ

り
確
認
さ
れ
た
旧
魚
梁
瀬
森
林
鉄

道
に
関
す
る
資
料
も
展
示
し
て
い

ま
す
。
終
戦
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
資

材
が
不
足
す
る
状
況
下
で
、
復
興

用
材
の
増
産
を
要
請
す
る
文
書
な

ど
か
ら
当
時
の
活
況
の
様
子
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
企
画
展
は
９
月
３０
日
（
日
）
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ

ま
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

団
体
戦

１
〜
３
年
生
　
男
女
の
部
　

　
優
勝
　
　
坂
本
　
大
惺
　

　
　
　
　
　
倉
澤
　
紅
羽

　
　
　
　
　
坂
本
　
航
大

４
〜
６
年
生
　
女
子
の
部

　
優
勝
　
　
安
並
　
　
涼

　
　
　
　
　
井
東
　
　
凜

　
　
　
　
　

４
〜
６
年
生
　
男
子
の
部

　
優
勝
　
　
西
岡
　
壮
祐

　
　
　
　
　
山
﨑
　
康
平

　
　
　
　
　
山
本
　
敦
輝

個
人
戦

１
、
２
年
生
　
男
女
の
部

　
優
　
勝
　
坂
本
　
大
惺

　
準
優
勝
　
手
島
颯
一
郎

　
第
３
位
　
宮
本
　
大
輝

　
　
　
　
　
廣
岡
　
柚
星

３
、
４
年
生
　
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
安
岡
穂
乃
夏

　
準
優
勝
　
安
並
　
　
涼

　
第
３
位
　
大
和
田
奈
都

　
　
　
　
　
中
島
　
悠
愛

３
、
４
年
生
　
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
小
松
　
大
悟

　
準
優
勝
　
今
村
　
涼
人

　
第
３
位
　
小
松
　
　
慎

　
　
　
　
　
長
谷
川
侑
里

５
、
６
年
生
　
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
井
東
　
　
悠

　
準
優
勝
　
西
山
和
花
奈

　
第
３
位
　
井
東
　
　
凜

　
　
　
　
　
宮
﨑
小
代
香

５
、
６
年
生
　
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
髙
倉
　
悠
我

　
準
優
勝
　
山
﨑
　
康
平

　
第
３
位
　
篠
田
　
航
平

　
　
　
　
　
山
本
　
敦
輝

お

と
め
や
ま

　
７
月
１４
日
、
安
田
八
幡
宮
境
内
特
設
土
俵
場
で
、
子
ど
も
相
撲

大
会
（
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会
主
催
）
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
田
小
学
校
児
童
２６
人
が
出
場
し
、
団
体
戦
と
個
人
戦
が
行
わ

れ
、
多
く
の
観
覧
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お

か
げ
で
、
大
会
は
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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高知大学留学生の北川村モニターツアー！
　６月２３日、日本遺産協議会の地域学習事業の一環として、北川村で外国人観光客

を想定した初のモニターツアーを実施しました。高知大学の留学生２６人、日本人学生

４人の計３０人が参加し、モネの庭では庭園責任者の川上さんの案内で園内を巡り、睡

蓮など美しい花々 が織り成す景観は「絵画の中にいるみたい」という感想が出てくるほどで

した。その後小島集落の集会所に移動し、田舎寿司づくり体験を行いました。地元女性

部の指導の下、ぎこちないながらもお手本を参考に思い思いの田舎寿司を完成させ、おい

しくいただきました。昼食後には北川村について勉強中の日本語でインタビューも行い、

北川村の魅力から地域社会の変化まで、丁寧な回答に一生懸命耳を傾けていました。最

後は中芸の日本遺産構成文化財の一つである小島橋や実生のゆずなどをガイドと散策

し、中芸地域の歴史や文化を見て、聞いて、触れて、肌で感じていました。

　今回のモニターツアーでのアンケートの結果は高知大学から提供していただき、今後

の日本遺産の観光づくりに活用していきます。

中芸の日本遺産サブストーリーの発掘！
　中芸の日本遺産サブストーリーの発掘を目的とした高知大学国際社会実習がスタート。今回は北川村平鍋集

落をフィールドに、学生によるインタビュー形式で実施しました。中芸の日本遺産の文化を構成するサブストーリー

を掘り起こし、地元への報告会はもちろん調査資料をまとめることで、新たな魅力の発信や今後の事業を進める際

に活用することができます。この日、協力してくださった平鍋集落の方 は々、学生たちが準備した質問に、当時に想い

を馳せながら答えてくれているのが印象的でした。

　今後もこのような取り組みを学生たちと実施し、中芸地域の文化がどのようなサブストーリーと共に形作られてき

たのかを探っていきます。

問い合わせ先：中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会事務局

　　　　　　　（中芸広域体育館内）　☎30-1865

　　　　　　　　　　　　　　　　 FAX30-1866
　　　　　　　E-mail  yuzurintetsu@mk.pikara.ne.jp
　　　　　　　HP　http://yuzuroad.jp/　 「ゆずとりんてつ」で検索

日本遺産
Story #051

中芸のゆずと森林鉄道日本遺産協議会

～中芸地域の日本遺産魅力発信便りvol.13～

Facebook が
新しくなりました。
ログインはこちらから→
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こ
の
た
び
、
武
内
幹
憲
氏
（
内
京
坊
）
が
、

長
年
に
わ
た
る
「
経
験
と
実
績
」
に
基
づ
く
「
知

識
と
技
能
」
を
発
揮
し
、
積
極
献
身
的
に
地
域

の
消
防
・
防
災
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
高

く
評
価
さ
れ
、
「
消
防
庁
長
官
表
彰
永
年
勤
続

功
労
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
武
内
氏
は
、
昭
和
５７
年
５
月
に
安
田
町
消
防

団
に
入
団
以
来
、
こ
れ
ま
で
３５
年
余
り
の
長
き

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
活
動
を
続
け
、

常
に
団
員
の
先
頭
に
立
ち
、
火
災
や
風
水
害
、

人
命
救
助
等
に
率
先
し
て
出
動
し
、
安
田
町
民

の
生
命
や
身
体
、
財
産
を
守
る
と
と
も
に
、
災

害
に
よ
る
被
害
を
軽
減
し
、
消
防
活
動
の
発
展

に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
受
章
の
栄
誉
を
心
か
ら
お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

【
閲
歴
】

昭
和
５７
年
５
月

　
　
　
中
芸
行
政
組
合
安
田
町
消
防
団
　
団
員

平
成
５
年
５
月

　
　
　
中
芸
行
政
組
合
安
田
町
消
防
団
　
班
長

平
成
１２
年
７
月

　
　
　
中
芸
広
域
連
合
安
田
町
消
防
団
　
部
長

平
成
１４
年
４
月

　
　
　
中
芸
広
域
連
合
安
田
町
消
防
団
　
副
分
団
長

平
成
２９
年
４
月

　
　
　
中
芸
広
域
連
合
安
田
町
消
防
団
　
副
団
長

【
消
防
関
係
表
彰
】

平
成
２０
年
４
月

　
　
　
高
知
県
知
事
表
彰
　
永
年
勤
続
功
労
章

　
※
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
永
年
勤
続
し
、
そ
の
勤
務
成
績
が
優
秀
で
、
他

の
模
範
と
認
め
ら
れ
た
方
に
授
与
さ
れ
る
章
で
す
。

武内幹憲氏「消防庁長官表彰永年勤続功労章」を受章 武内幹憲氏「消防庁長官表彰永年勤続功労章」を受章 武内幹憲氏「消防庁長官表彰永年勤続功労章」を受章 

　このたび、永年勤続し、勤務成績が優秀な消防団員が、

中芸広域連合消防定例表彰を受章されました。

　本町で受章された方々は次のとおりです。

☆勤続章（25年以上）

　分団長　　小松　一昭（中山分団）

☆功績章（20年以上）

　部長　　　小松　　誠（安田分団）

　部長　　　手島　久幸（東島分団）

☆精勤章（15年以上）

　団員　　　竹内　教善（中山分団）

☆功労章（10年以上）

　団員　　　公文　洋輔（安田分団）

　団員　　　中野　達也（東島分団）

　　　　　　　　　　（以上、敬称略）

　なお、次の方が入団されました。

　本町の守り役として、ご活躍ください。

入団者

　安田分団

　　小松　靖典　（５／１）

　また、次の方が退団されました。本町の消防活動にご

尽力いただきましてありがとうございました。今後ます

ますのご活躍を祈念いたします。

　

退団者

　東島分団

　　有岡　忠俊　（５／３１）

　　　　　　　　　　（以上、敬称略）

平成30年度中芸広域連合消防定例表彰
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つれ  づれ

～中山はどんどん元気になりゆうで～
徒然なかやま 安田町ふるさと応援隊・8月のお便り安田町ふるさと応援隊・8月のお便り
つれ  づれ

集落活動センターなかやま・応援隊へのお問い合わせ、ご意見、ご要望は、

         ☎３０－１７５０、FAX30－1826までお気軽に！ ^○^

☆中山健康教室開催中☆ 

　内容は「ピラティス」という健康体操です。

　ドイツ人の看護師さんが考えたエクササイズで年齢や運動経験に関係なく、どなたでも安心して行える運動で

す。日程は８月２０日（月）、時間は１９：００～２０：００まで。場所は集落活動センターなかやまの活動室です。参加費

は無料、運動のできる服装で、床に敷く用のバスタオルや運動後の飲み物等を持参してください。

新しい応援隊が入ったで！

プロフィール

出身地：安田町日々入

誕生日：昭和５６年１１月１６日

趣　味：お菓子作り・リース作り

専　門：日本文学・図書

魅　力：笑顔

特にやりたい事：集落活動センターを地域

の方々のコミュニケーションの場として使

いやすい場所にすること。

集落活動センターの活動をＳＮＳを利用し

て外部へ発信すること。

高知県議会の副議長、来館！

　７月１１日に、高知県議会の坂本孝幸副議長と議員２人の方が来館しまし

た。１時間ほどの対話でしたが、集落活動センターでの取り組みや安田町

での取り組みなどを聞き、熱心に議論されていました。副議長が「７０歳

はまだ若い、まだまだ働くべきだ」とおっしゃっていたのが印象的でした。

この世代の方のパワフルさを見習わないといけませんね。

•安田町の皆さまの頑張りに拍手を送りたいです！！！子どもたちの教育を大事にす

る良い町にしてください！！！

•自然環境の維持活動を期待しています。

•ますますの産業発展、自然保護を祈ります。地元のお酒のファンでもあります。

•高知県は何度か行ったことがあり、皆さんの人柄も温かくとても親しみの持てる県です。

これからも頑張ってください！！

•寄付金の有効利用を期待しています。

•今の素敵な自然環境をいつまでも残してほしいです。

•トマトは最高です。

•６/２３の交野市のイベントが延期になり、家族が大好きな「あんたろう」に会えなくて残念がってます。今年も

おいしいお米を申し込みます。頑張ってください。

ふるさと納税寄附者の皆さんからの応援メッセージを紹介します

平成30年6月の
応援メッセージ

堤　歩
（つつみ　あゆむ）
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はじめに

　私たちは、５月下旬の蛍が飛び交うころ、安田地区にお邪魔させていただきました。安田地区では高齢化が進んで

おり、膝に痛みをもつ方が多いとおうかがいしました。膝の痛みによって外出するのがおっくうになっていませんか？「老

化は足から」といわれるように、年を重ねるとだんだん歩行能力が衰えていきます。

　“歩ける”ということがいつまでも自立して暮らし続けられる最大の要因です。

　膝の痛みを和らげ、外に出てみんなでおしゃべりして元気に過ごしましょう！

お家で簡単！ひざ鍛え運動
　痛みを和らげるために膝の上の筋肉を鍛える簡単な運動を紹介します。

　このたび「社会福祉団体のためにご利用いただきたい」と、寺尾　裕（安田）さんから、

金２０万円をご寄附いただきました。

　ご厚志有り難くお礼申し上げますとともに、社会福祉団体に対する施策のために有効に活

用させていただきます。

①平らな場所で座ります。

②足を伸ばして丸めたタオルを膝の下に挟みます。

③タオルを両膝でつぶすイメージで下に力をかけます。

これを、１０秒×１０回（週に３回）行います。
筋肉は休めることも大事です。毎日ではなく、休みの日を

つくりながら無理をせずに自分のペースで行ってください。

地域の方々のご協力があり、実習を行うことが

できました。安田町の優しさに触れて安田町が

大好きになりました。ありがとうございました。

高知大学医学部看護学科４年

上中梨瑚　小田ひかる

宮島加奈子　米原沙紀

歩いて元気！やすだ町！

̶ 高知大学医学部看護学科だより ̶

ココを鍛えよう！

下に押す！！下に押す！！

参考文献　鈴木隆雄（２０１２）：超高齢社会の基礎知識、株式会社講談社、ｐ４１-４３

用意するもの

・バスタオル

やり方

ご寄附のお礼
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　高温多湿な環境下で、体内の水分や塩分のバランスが乱れることや、体内の体温調節機能がうまく働かない

ことによって、体内に熱がたまります。筋肉痛や大量の発汗、さらには吐き気や倦怠感などの症状があらわ

れて、重症になると意識障害なども起こります。 

　「気温が高い、湿度が高い」などの環境と、「体調が良くない、暑さに体がまだ慣れていない」などの個人の

体調による影響とが重なることによって、熱中症の発生が高まります。 

　屋外で活動しているときだけでなく、室内で特に何もしていなくても熱中症を発症します。

 　  暑さを避けましょう

●できるだけ高温多湿、炎天下のときの外出は、控えましょう。 

●外出時には日傘や帽子を使いましょう。

●室内では室温を確認して、クーラーや扇風機を利用しましょう。

 　  こまめな水分補給

●軽い脱水症状のときは、のどの渇きを感じにくいです。のどが渇いたと感じる前に飲みましょう。

●たくさん汗をかいたときは、塩分も補給しましょう。

   体調に合わせた対策を

●涼しい服装を心がけましょう。

●保冷剤、氷、冷たいタオルなどで、必要に応じて、身体を冷却しましょう。

 暑さにそなえた身体づくり

●熱いところで活動するときは、朝食や水分をかかさずに！

●普段から、ウォーキングなど汗をかく運動習慣を！

●寝不足や二日酔い、風邪、下痢の状態、心臓・肺・腎機能が低下している人は熱中症になりやすいため、

　暑いところでの活動には注意しましょう。

問い合わせ先　町保健センター　☎３８－６６７８　FAX38－6679

健 康 手 帳

熱中症予防をしましょう！！　

○軽度

　めまい、立ちくらみ

　大量の汗が止まらない

　筋肉痛、こむらがえり

○中度

　頭痛

　吐き気、嘔吐

　身体がだるい、ぼんやりする

○重度

　意識がない

　けいれん

　よびかけても返事がおかしい

熱中症とは

熱中症のサイン

熱中症予防
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海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
は
、
有
権
者
か
ら

の
申
請
を
基
に
毎
年
１
回
調
製

さ
れ
ま
す
（
９
月
１
日
調
製
、

１２
月
５
日
確
定
）
。

　
今
回
登
録
さ
れ
た
選
挙
人
名

簿
は
、
平
成
３１
年
１２
月
４
日
ま

で
１
年
間
据
え
置
か
れ
、
期
間

内
に
執
行
さ
れ
る
選
挙
に
用
い

ら
れ
ま
す
（
名
簿
に
登
載
さ
れ

て
い
な
け
れ
ば
選
挙
が
あ
っ
て

も
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
）
。

　
左
記
の
要
件
に
該
当
す
る
方

は
登
載
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
漁
業
者
（
漁
業
を
営
む
者
）

ま
た
は
漁
業
従
事
者
（
漁
業

者
の
た
め
に
水
産
動
植
物
の

採
捕
・
養
殖
に
従
事
す
る
者
）

②
安
田
町
内
に
住
所
ま
た
は
事

業
場
を
有
す
る
方

③
１
年
に
９０
日
以
上
漁
船
を
使

用
す
る
漁
業
を
営
み
、
ま
た

は
従
事
す
る
方
（
法
人
を
含

む
）

　
（
①
〜
③
に
該
当
し
、
平
成
３０

年
１２
月
５
日
ま
で
に
年
齢
が

満
１８
歳
以
上
に
達
す
る
方
）

・
申
請
の
現
在
日

　
平
成
３０
年
９
月
１
日

・
申
請
期
間

　
平
成
３０
年
９
月
１
日
〜
平
成

３０
年
９
月
５
日

・
選
挙
人
名
簿
縦
覧
期
間

　
平
成
３０
年
１０
月
２０
日
〜
平
成

３０
年
１１
月
３
日

■
問
い
合
わ
せ
・
申
請
書
の
提

出
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
役
場

総
務
課 

内
）
☎
３８
│

６
７
１
１

※
申
請
書
は
町
選
挙
管
理
委
員

会
に
あ
り
ま
す

　
現
在
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
方
は
、
8
月
中
旬
ご
ろ
、
町

選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
申
請
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
と
は
、

漁
業
や
水
産
資
源
を
有
効
に
利

用
す
る
た
め
の
漁
業
調
整
を
行

い
、
都
道
府
県
知
事
に
意
見
を

述
べ
る
な
ど
の
重
要
な
役
割
を

担
う
委
員
会
で
す
。

　
平
成
３０
年
３
月
５
日
か
ら
、
日
本
年
金
機

構
が
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
情
報

を
基
に
年
金
受
給
権
者
の
方
の
氏
名
変
更
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
年
金
受
給
権
者
の
方
の

氏
名
変
更
の
届
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
し

た
。

　
年
金
受
給
権
者
の
方
が
氏
名
を
変
更
し
た

と
き
は
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
変
更
後
の

氏
名
の
年
金
証
書
へ
の
交
換
や
年
金
振
込
先

金
融
機
関
の
口
座
名
義
の
変
更
手
続
き
を
ご

案
内
す
る
「
氏
名
変
更
の
お
知
ら
せ
」
が
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
※
日
本
年
金
機
構
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
未

収
録
と
な
っ
て
い
る
方
や
、
海
外
居
住

等
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
指
定
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
引
き
続
き
氏
名
変
更
届
出

が
必
要
で
す
。

　
※
日
本
年
金
機
構
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
収

録
状
況
は
、
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
か

ら
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
ご
相
談
・
手
続
き
等
は
、
役

場
町
民
生
活
課
ま
た
は
南
国
年
金
事
務
所
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
生
活
課
　
☎
３８ 

│ 

６
７
１
２

　
南
国
年
金
事
務
所

　
　
☎
０
８
８ 

│ 

８
６
４ 

│ 

１
１
１
１

　
高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、
県
内
各

地
で
無
料
法
律
相
談
会
（
予
約
制
）
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
相
続
や
遺
言
の
こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、

借
金
の
問
題
、
訪
問
販
売
や
家
賃
の
滞

納
と
い
っ
た
日
常
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル
に

関
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
相

談
に
司
法
書
士
が
お
答
え
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
安
芸
会
場

　
安
芸
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
第
１
・
第
３
土
曜
日
１０
時
〜
１２
時

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　
高
知
県
司
法
書
士
会
　
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー

　
☎
０
８
８ 

│ 

８
２
５ 

│ 

３
１
４
３

年金受給者の氏名変更届の届出が
原則不要となりました！

高知海区漁業調整委員会委員
選挙人名簿登載申請のお知らせ

無
料
法
律
相
談
の

お
知
ら
せ
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　町民の声がしっかり届く、町民の目線に立った、町民と共に歩くまちづくりを進めるため、毎月１回「町長

室開放日」と「町長の中山支所勤務日」を設けています。

　日ごろ感じていることや役場への提言など、皆さんのご意見をお聞かせください。

8月の「町長室開放日」及び
「町長中山支所勤務日」について

　◆町長室開放日　　8月14日（火） 　◆中山支所勤務日　　8月17日（金）
　◎基　準　時　間 午前１０：００から１２：００まで ／ 午後 ２：００から ５：００まで

　※来客の状況により、若干お待ちいただく場合がありますのでご了承ください。

注：各表は高知県内の水難事故発生件数等であり、安芸署管内では平成29年中は発生がなく、平成28年中に3件（死

者2人）の発生があり、いずれも大人の方の釣り中の水難事故となっています。

水難事故に注意！！～安芸警察署

※過去2年間の水難事故発生状況

件数等

年間発生件数 17

8

1

9

5

3

17

3

0

0

0

2

1

3

31

21

1

22

4

5

31

4

2

0

2

1

1

4

水死者
（人）

死者

行方不明者

合計

負傷者（人）

無事救助

合計

平成29年

総数

総数

未就学児童

小学生

中学生

合計

17

1

2

0

3

0

9

5

9

0

0

0

0

0

4

5

31

1

2

1

4

1

13

13

22

1

1

0

2

1

8

11

高校生またはこれに相当する年齢の者

高校卒業以上に相当する年齢以上

65歳以上の者

うち子ども 総数 うち子ども

平成28年年

年齢層別 件数 水死者（人） 件数 水死者（人）

年

※年齢層別発生件数・水死者数

水
難
者

平成29年 平成28年

子
ど
も

　例年、釣りや遊泳中に水難事故に遭い、お亡くなりになる方がおられます。

　このような痛ましい事故を起こさないよう下記の５点に注意して、楽しい夏をお過ごしください。

１　水の怖さの再確認を！

　水難事故に注意を要するのは、子どもだけではありません。

　釣りに興じる大人の方も水難事故に多数遭っております。

２　危険な場所の点検を！

　流れの速い場所や急に深くなっている場所など、危険な場所がないか点検を。

３　子どもだけでの水遊びには注意を！

　海や川で子どもだけで水遊びをしている場合は危険なので、声をかけましょう。

４　ライフジャケットの着用を！

　釣り等の際にはライフジャケットを着用しましょう。

５　幼児から目を離さない！

　一瞬目を離しただけで姿が見えなくなることがあります。幼児からは絶対に目を離さないでください！
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趣旨

　安芸広域公園は安芸市街地北部の安芸川沿いに位置した都市計画公園としており、平成４年に１４３.３ｈａの計画面積で

都市計画決定された公園です。

　しかし、少子高齢化や人口減少の進行、防災・減災への住民意識の高まりなど、近年の社会情勢の変化に伴い、公

園に期待される役割も変化しているため、県民の皆さまの意見を取り入れた公園整備を行うよう、都市公園計画区域

の見直しを行うこととし、それに対する意見を募集することとしました。

　詳しくは高知県公園下水道課のホームページでお知らせします。

閲覧方法

　高知県公園下水道課ホームページ

　　ＵＲＬ  ｈｔｔｐ:／／ｗｗｗ.ｐｒｅｆ.ｋｏｃｈｉ.ｌｇ.ｊｐ／ｓｏｓｈｉｋｉ／１７１８０１／

意見公募の期間

　平成３０年８月１日（水）から平成３０年８月３０日（木）まで

安芸広域公園の都市公園計画区域の見直し（素案）に
対する意見公募について

　高知県では、南海トラフ地震対策として、従業員の命を守るとともに地震発生後の早期復旧につなげるため、県内

中小企業者が行う耐震診断や耐震設計などに要する費用を一部助成する補助制度を設けていますので、ご活用くださ

い。

１　対象者

　県内で製造業を営む中小企業者であって、ＢＣＰを策

定している者

２　対象事業

　①耐震診断

　②耐震設計（建替設計を含む）

３　対象建築物

　事務所・工場等で昭和５６年５月３１日以前に建築された

建築物であること　

４　補助率／補助限度額

　①耐震診断：２/３以内／１３３.３万円

　②耐震設計：２/３以内／２００万円

５　補助要件

　耐震診断及び耐震設計の内容に関し、四国耐震診断評

定委員会等の評定を受け、適切と評価を受けること等

【問い合わせ先】

　高知県商工労働部商工政策課事業推進担当

　☎０８８－８２３－９６９２

高知県中小企業耐震診断等支援事業費補助金のご案内

　９月１日から１０日までは「屋外広告物適正化旬間」です。この間、屋外広告物のルールを知っていただくための普及・

啓発活動を行うとともに、９月６日には、電柱や信号機、道路標識、ガードレールなどに貼られた「はり紙」「はり札」や「立

て看板」など条例に違反している屋外広告物の県内一斉除却・指導の作業を行います。

　美しいまち並みのためには、皆さまのご理解とご協力が必要です。よろしくお願いします。

【屋外広告の広告主及び広告業者の皆さまへ】

　広告を出されるときは、最寄りの土木事務所までお問い合わせください。また、県内で屋外広告業を営む方は、登

録が必要です。

　　高知県安芸土木事務所　維持管理課　☎０８８７－３７－９３０６

　　県庁都市計画課ＨＰ（屋外）　　ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｐｒｅｆ．ｋｏｃｈｉ．ｌｇ．ｊｐ／ｓｏｓｈｉｋｉ／１７１７０１／ｏｋｕｇａｉ．ｈｔｍｌ

違反広告物の一斉除却に関するお知らせ
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（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

（　　）

件　　数 死　　者 傷　　者

件　　数 死　　者 傷　　者

累　計

３０年

２９年

増減

３０年

２９年

増減

件　　　　数

死　　　　者

傷　　　　者

物　　　　　　損

人

　
　
　身

１４７

１５８

△１１

８７３

１,０３７

△１６４

２

１

１

１２

１２

０

３

６

△３

２８

５６

△２８

０

０

０

０

１

△１

３

６

△３

３５

６９

△３４

０

０

０

６

２

０

３

３０

６月計

１３０

１４５

△１５

７９８

９２３

△１２５

社協あったかふれあいセンター事業　8・9月の予定　　

10:00～

13:30～

10:00～

10:00～

13:30～

9:30～

10:00～

13:30～

10:00～

13:30～

曜日

月

火

水

木

金

時　間 場　所

保健センター

福祉館（第２・４）　

東島中村東集会所

東島老人憩いの家

集落活動センター

ふれあいセンター

保健センター

唐浜老人里の家

福祉館

ふれあいセンター

間下集会所

保健センター

せせらぎの郷小川

不動集会所

集落活動センター

和田集会所（第１・３）

唐浜老人里の家

東谷集会所

　詳しくは、

　町社会福祉協議会

　（☎38ー5500　FAX 38ー6878　担当：東・竹内）

　までお問い合わせください。

　各会場で体操の他にもレクリエーション・脳トレなどさま

ざまな活動を行っています。

（若鮎会・・・音楽レク）

（ときめき中山・・・アロマテラピーセラピー教室）

交通事故の概況
（平成３０年１月１日～６月３０日）

１.県内

２.安芸署管内

３.安田町発生件数

（　）内は６月発生件数

（　）内は６月発生件数

※１、２は物損を除く

～行事予定～

◎8/30（木） 音楽レク〔福祉館 9：40～〕

 （音楽レク…音楽療法士の森岡由紀先生を招いて懐かしい歌を楽器を使って歌います）

地
区
名

氏

　

　名

年

月

日

世
帯
主

続

柄

性
別

慶

弔

ニ

ュ

ー

ス

（
6

月
受
付
分
）

お

く

や

み

東

島

唐

浜

唐

浜

安

田

唐

浜

久
保
田
和
夫

松
本

　幸
雄

内
川

　
　榮

西
山

　文
雄

坂
田
冨
志
惠

女
６４
歳

男
９０
歳

女
９６
歳

女
８９
歳

女
８４
歳

妻
本
人

本
人

母
本
人

久
保
田
朱
實

松
本

　幸
雄

内
川

　
　榮

西
山
美
枝
子

坂
田
冨
志
惠

Ｈ
30
・
6
・
6

Ｈ
30
・
6
・
21

Ｈ
30
・
6
・
22

Ｈ
30
・
6
・
26

Ｈ
30
・
6
・
26
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6月定例会

第 154 号

　6
月
13
日
開
会
。
町
教
育
長
の
任
命
同
意
、
条
例
改
正
、
補
正
予
算
等

を
審
議
、
2
氏
が
一
般
質
問
を
行
い
、
15
日
に
閉
会
し
た
。

黒岩之浩町長

行
政
報
告
（
概
要
）

広
域
行
政
の

　
　
　
 
推
進
状
況

◆
保
健
福
祉
業
務
◆

　
母
子
保
健
・
児
童
福
祉
、
障
が

い
者
保
健
福
祉
、
健
康
増
進
、
高

齢
者
保
健
福
祉
の
４
つ
の
業
務
を

柱
に
、
昨
年
度
に
策
定
し
た
、
障

が
い
福
祉
計
画
や
新
た
に
策
定
し

た
障
が
い
児
福
祉
計
画
な
ど
各
種

計
画
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。

◆
日
本
遺
産
の
活
用
の
取
り
組
み
◆

　
昨
年
は
、
認
定
１
年
目
で
試
行

錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
日
本
遺
産
魅

力
発
信
事
業
の
推
進
を
行
っ
て
き

た
が
、
本
年
度
か
ら
は
、
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
事
務

局
体
制
の
見
直
し
を
図
り
、
中
芸

広
域
体
育
館
へ
事
務
所
を
設
置
し
、

４
人
の
職
員
が
駐
在
方
式
に
よ
り

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
３１
年
度
ま
で
の
文

化
庁
の
補
助
事
業
を
活
用
し
、
地

域
の
日
本
遺
産
の
ブ
ラ
ン
ド
を
磨

き
上
げ
る
と
と
も
に
、
補
助
終
了

後
の
協
議
会
の
自
立
に
向
け
て
「
日

本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
へ
の
移
行
に
向
け

た
調
査
研
究
を
併
せ
て
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。 

◆
東
部
観
光
協
議
会
◆

　
県
東
部
地
域
の
観
光
客
の
動
向

調
査
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
に

◆
ご
め
ん
・
な
は
り
線
◆

　
２９
年
度
営
業
実
績
は
、
開
業
１５

周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
「
志
国
高

知
　
幕
末
維
新
博
」
等
に
よ
る
一

定
の
誘
客
効
果
が
あ
っ
た
も
の
の
、

高
知
東
部
自
動
車
道
の
利
便
性
向

上
に
伴
う
通
勤
定
期
利
用
者
数
の

落
ち
込
み
や
、
１０
月
後
半
の
相
次

ぐ
台
風
襲
来
の
影
響
等
に
よ
り
、

輸
送
人
員
で
０.９
％
、
運
輸
収
入
で

１.９
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
要
因
に
よ
り
、
「
ご
め
ん
・
な
は

り
線
」
の
経
常
損
益
は
、
約
１
億

３
千
４
百
万
円
の
赤
字
で
、
沿
線

市
町
村
が
拠
出
し
て
い
る
鉄
道
経

営
助
成
基
金
か
ら
の
赤
字
補
填
を

加
え
て
も
、
純
損
益
は
約
２
千
万

円
の
赤
字
で
あ
り
、
厳
し
い
経
営

状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

経
営
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
列
車
通
勤
お
試
し
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド
事

業
の
拡
充
に
よ
り
、
通
勤
定
期
旅

客
対
策
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

◆
消
防
・
救
急
業
務
◆

　
２９
年
度
の
管
内
の
火
災
発
生
件

数
は
７
件
で
、
前
年
度
対
比
２
件

の
減
と
な
り
、
本
年
度
４
月
末
現

在
の
管
内
火
災
は
１
件
で
あ
る
。

　
救
急
出
動
に
つ
い
て
は
、
出
動

件
数

７６２
件
、
搬
送
傷
病
者
数

７３３
人

で
、
前
年
度
と
比
べ
５
件
減
、
搬

送
人
数
は
２
人
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
平
成
３０
年
４
月
１
日
か
ら

消
防
職
員
１
人
を
高
知
県
消
防
防

災
航
空
隊
へ
派
遣
し
て
い
る
。

◆
介
護
保
険
業
務
◆

　
本
年
度
を
初
年
度
と
す
る｢

第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画｣

の
基
本
理

念
の
も
と
、
計
画
に
基
づ
い
て
予

防
か
ら
介
護
ま
で
の
事
業
の
円
滑

な
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
２９
年
度
の
介
護
給
付
実
績
は
、

給
付
費
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
と

も
に
、
前
年
度
比
増
と
な
っ
て
い

る
。

　
本
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、

生
活
支
援
体
制
の
整
備
を
図
る
た

め
、
国
の
地
域
支
援
事
業
交
付
金

を
活
用
し
、
高
齢
に
な
っ
て
も
要

介
護
・
要
支
援
状
態
に
な
る
こ
と

を
予
防
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す

る
た
め
、
住
民
主
体
に
よ
る
協
議

の
場
を
各
町
村
に
設
け
、
地
域
の

状
況
や
課
題
を
聞
き
取
り
、
包
括

的
な
相
談
や
日
常
生
活
の
支
援
体

制
の
構
築
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
る
。

◆
火
葬
場
業
務
◆

　
２９
年
度
の
火
葬
実
績
は
、

１９９
件

で
、
前
年
度
比
で
２７
件
１１
・
９
％

減
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
４
月
末
現
在
で
、

管
内
２３
件
の
火
葬
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
非
常
用
自
家
発
電
設
備

等
の
整
備
が
３
月
末
で
完
了
し
、

災
害
時
に
お
け
る
火
葬
場
の
機
能

維
持
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
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基
づ
く
情
報
発
信
や
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
・
セ
ー
ル
ス
活
動
を
戦
略

的
に
展
開
し
、
東
部
地
域
の
知
名

度
を
向
上
さ
せ
、
入
り
込
み
客
数

の
増
加
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
旅
行
商
品
事
業
と
し
て
、

本
年
度
は
、
大
阪
の
中
学
校
５
校
、

７４７
人
の
教
育
旅
行
の
受
け
入
れ
を

予
定
し
て
お
り
、
５
月
２３
・
２４
日

に
１
校
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
本

町
で
は
、
１０
家
庭
が
３４
人
を
受
け

入
れ
、
生
徒
ら
は
民
泊
に
よ
る
生

活
体
験
と
地
域
で
の
交
流
を
深
め

て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も
教
育

旅
行
を
核
と
し
た
地
域
の
受
入
体

制
の
整
備
と
着
地
型
旅
行
商
品
の

造
成
・
販
売
に
取
り
組
み
、
地
域

に
金
を
落
と
す
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
広
域
租
税
債
権
管
理
機
構
◆

　
２９
年
度
の
実
績
は
、
６
市
町
村

か
ら
滞
納
事
案

２６４
件
、
１
億
２
８
，

６
３
７
千
円
の
移
管
を
受
け
、
移

管
案
件
全
体
で
、
徴
収
率
６１
・
０
％
、

７
８
，
４
６
３
千
円
の
収
入
実
績
と

な
っ
た
。

　
本
町
分
と
し
て
は
、
不
動
産
合

同
公
売
会
な
ど
を
実
施
し
た
結
果
、

１９
件
５
，
７
６
６
千
円
、
４８
・
９
％

の
収
入
実
績
と
な
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
移
管
継
続
と
合
わ

よ
っ
て
、
町
内
在
住
者
１
人
が
新

規
就
農
し
繁
殖
牛
経
営
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
円
滑
に
就
農
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

◆
ふ
る
さ
と
納
税
◆

　
２９
年
度
の
寄
付
額
は
、
約
８
１
，

４
４
４
千
円
で
、
前
年
度
比
で
約

５
％
減
少
と
な
っ
た
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
ふ
る
さ
と

納
税
へ
の
返
礼
品
を
通
じ
て
本
町

を
応
援
い
た
だ
け
る
フ
ァ
ン
を
増

や
す
と
同
時
に
、
豊
か
な
自
然
が

育
む
本
町
自
慢
の
特
産
品
の
外
商

に
つ
な
げ
、
生
産
者
等
の
所
得
向

上
と
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
こ

と
を
基
本
姿
勢
に
、
引
き
続
き
町

の
貴
重
な
自
主
財
源
の
確
保
と
あ

わ
せ
、
町
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
て
い
く
。

◆
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
◆

　
２９
年
度
は
比
較
的
天
候
に
恵
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
事
業
開
始
以

来
初
め
て
７
千
万
円
を
超
え
る
過

去
最
高
の
売
電
実
績
と
な
っ
た
。

◆
安
田
川
分
水
問
題
◆

　
２９
年
度
に
町
が
実
施
し
た
、
簡

易
水
道
整
備
事
業
な
ど
の
諸
対
策

事
業
の
う
ち
、
電
源
開
発
の
応
分

せ
、
２０
件
７
，
８
１
２
千
円
を
移
管

し
て
い
る
。

◆
繰
越
事
業
◆

　
昨
年
度
か
ら
繰
越
明
許
の
措
置

を
行
い
、
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

い
る
移
住
促
進
住
宅
、
町
道
井
ノ

岡
線
舗
装
工
事
や
平
成
２９
年
度
国

の
補
正
予
算
に
伴
う
事
業
な
ど
７

件
に
つ
い
て
は
、
既
に
完
了
し
て

い
る
事
業
も
あ
る
が
、
残
る
事
業

に
つ
い
て
も
、
計
画
ど
お
り
の
事

業
が
完
成
す
る
よ
う
、
事
前
対
応

を
進
め
て
い
る
。

◆
農
業
振
興
対
策
◆

　
農
業
立
町
と
し
て
、
特
に
農
家

所
得
の
向
上
と
担
い
手
対
策
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
所
得
向
上
対
策
で
は
、
生
産
者

及
び
関
係
機
関
と
連
携
し
野
菜
の

品
質
・
収
量
向
上
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

国
の
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
等

を
活
用
し
、
施
設
整
備
や
環
境
制

御
技
術
普
及
を
促
進
す
る
。

　
担
い
手
対
策
で
は
、
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
が
進

行
し
て
い
る
中
、
本
年
度
は
、
町

内
在
住
者
１
人
と
Ｕ
タ
ー
ン
者
１

人
が
、
指
導
農
業
士
の
も
と
で
７

月
か
ら
研
修
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
も
新
た
な
担

い
手
確
保
対
策
と
し
て
、
Ｐ
Ｒ
用
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
県
外

で
の
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
や
「
移

住
相
談
会
」
へ
の
参
加
、
県
内
大
学
、

担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー
等
へ
本
町

農
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
昨
年
度

に
整
備
し
た
Ｊ
Ａ
サ
ポ
ー
ト
ハ
ウ

ス
で
は
、
引
き
続
き
研
修
生
が
実

践
利
用
す
る
。

　
ま
た
、
畜
産
業
に
お
い
て
も
、

レ
ン
タ
ル
畜
産
施
設
整
備
事
業
に

町
営
事
業
の

　
　
　

 
進
捗
状
況

レンタル畜舎建設予定地
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の
負
担
と
し
て
３
９
，
０
４
８
千
円

を
負
担
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
か
ら
の
新
た
な

５
カ
年
計
画
等
に
つ
い
て
、
未
整

備
区
間
の
護
岸
整
備
や
河
川
環
境

の
改
善
、
森
林
保
全
な
ど
、
関
連

諸
対
策
事
業
の
早
期
実
施
を
図
る

た
め
、
要
望
事
項
の
取
り
ま
と
め

や
事
前
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
、
本
町
の
安
田
川
分
水
対
策
委

員
会
で
の
意
見
な
ど
を
斟
酌
し
た

上
で
、
本
年
度
の
協
議
会
に
臨
む

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
本
年
度
以
降
の
諸
対
策

事
業
に
つ
い
て
も
、
協
議
会
に
お

い
て
確
認
を
行
っ
て
い
く
。

◆
新
庁
舎
建
設
◆

　
契
約
締
結
後
、
受
注
者
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
、
本
年
度
は
既
設

倉
庫
や
車
庫
の
移
設
・
撤
去
等
の

ほ
か
、
基
本
設
計
及
び
実
施
設
計

業
務
の
完
了
に
向
け
て
事
業
進
捗

を
図
っ
て
お
り
、
基
本
設
計
が
概

ね
完
了
し
た
段
階
で
、
当
該
設
計

に
対
す
る
意
見
公
募
を
行
う
ほ
か
、

住
民
、
議
会
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
意
見
交
換
を
重
ね
、
十
分
な

合
意
形
成
を
図
っ
た
う
え
で
、
実

施
設
計
に
着
手
す
る
。

　
ま
た
、
工
事
に
よ
る
周
辺
家
屋

等
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
る

れ
た
。

　
今
後
は
、
３
ル
ー
ト
帯
案
を
も
っ

て
、
地
域
住
民
等
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
住
民
が
熱

望
す
る
道
路
及
び
地
域
経
済
の
活

性
化
に
大
き
く
寄
与
す
る
「
仮
称

安
田
Ｉ
Ｃ
」
の
設
置
等
、
早
期
に

実
現
す
る
よ
う
、
機
会
あ
る
ご
と

に
国
を
は
じ
め
関
係
機
関
に
対
し

て
強
く
働
き
掛
け
を
し
て
い
く
。

◆
大
学
連
携
事
業
◆

　
高
知
大
学
と
の
連
携
協
定
締
結

か
ら
５
年
が
経
過
し
、
本
年
度
も
、

農
業
、
健
康
福
祉
、
日
本
遺
産
な

ど
の
各
分
野
を
中
心
に
、
連
携
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

４
月
に
は
、
活
動
３
年
目
と
な
る

高
知
大
学
農
学
部
の
学
生
で
組
織

す
る
「
安
田
の
食
応
援
隊
」
が
、

正
弘
地
区
で
畑
を
耕
作
し
野
菜
の

作
付
け
を
行
う
な
ど
、
農
業
と
食

を
通
じ
て
地
域
住
民
と
交
流
を

行
っ
て
い
る
。

　
先
月
に
は
「
高
知
大
学
え
ん
む

す
び
隊
」
に
よ
る
自
然
薯
の
植
え

付
け
作
業
の
実
施
や
高
知
大
学
看

護
学
科
が
安
田
・
唐
浜
地
区
で
高

齢
者
の
独
居
、
在
宅
療
養
者
へ
の

地
域
の
取
り
巻
く
生
活
環
境
に
つ

い
て
の
地
域
生
活
支
援
実
習
を

よ
う
受
注
者
と
と
も
に
諸
対
策
を

講
じ
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
特

に
大
型
工
事
車
両
の
通
行
を
伴
う

町
道
沿
線
家
屋
に
つ
い
て
は
、
工

損
調
査
を
実
施
す
る
。

◆
移
住
・
定
住
促
進
対
策
◆

　
繰
越
明
許
措
置
に
よ
り
安
田
駐

在
所
北
側
に
建
設
を
進
め
て
き
た

移
住
促
進
住
宅
が
５
月
末
に
完
成

し
、
現
在
入
居
希
望
者
の
公
募
を

行
っ
て
お
り
、
先
に
整
備
し
た
お

試
し
滞
在
施
設
と
併
せ
、
移
住
希

望
者
へ
の
貸
し
出
し
の
ほ
か
、
新

規
就
農
研
修
支
援
事
業
と
の
連
携

に
よ
り
、
住
宅
や
仕
事
な
ど
の
情

報
を
収
集
す
る
た
め
の
短
期
滞
在

施
設
と
し
て
さ
ら
な
る
活
用
を

図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
移
住
者
の
受
け
入
れ
に

必
要
と
な
る
利
用
可
能
な
空
き
家

情
報
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
空
き

家
の
改
修
に
係
る
支
援
事
業
を
継

続
実
施
す
る
ほ
か
、
本
年
度
は
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
現
に

使
用
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
等
を
所

有
者
か
ら
中
期
的
に
借
り
上
げ
、

町
が
一
部
改
修
工
事
を
施
し
た
う

え
で
移
住
・
定
住
希
望
者
に
貸
し

付
け
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る
中
間
保

有
に
取
り
組
み
、
人
口
の
社
会
増

に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

◆
地
域
公
共
交
通
◆

　
２９
年
度
、
高
知
工
科
大
学
と
の

業
務
委
託
契
約
に
よ
り
「
地
域
公

共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
研

究
調
査
」
を
実
施
し
、
住
民
意
識

と
移
動
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
生
活
交
通
に
関
す
る
現
状

把
握
と
課
題
抽
出
を
行
っ
て
お
り
、

本
年
度
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
踏

ま
え
、
地
域
全
体
の
公
共
交
通
の

あ
り
方
、
住
民
・
交
通
事
業
者
・

行
政
の
役
割
を
地
域
公
共
交
通
会

議
に
お
い
て
審
議
し
、
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
の
策
定
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

◆
林
業
政
策
◆

　
国
に
お
い
て
、
平
成
３１
年
度
か

ら
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

財
源
と
し
て
森
林
環
境
税
が
導
入

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
町
と
し
て

も
、
森
林
整
備
の
重
要
性
を
再
認

識
し
、
水
源
涵
養
及
び
多
面
的
機

能
の
維
持
増
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

◆
社
会
基
盤
整
備
事
業
◆

　
国
の
補
正
予
算
対
応
に
よ
り
繰

り
越
し
て
実
施
す
る
中
山
間
地
域

所
得
向
上
支
援
事
業
に
よ
り
、
町

内
の
老
朽
化
し
て
い
る
用
排
水
路

を
改
修
す
る
と
と
も
に
、
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
の
活
用
に
よ

り
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
通
行

者
の
安
全
対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
や
橋
梁
点
検
結
果
に
基

づ
く
、
東
西
島
橋
の
落
橋
防
止
対

策
の
ほ
か
、
町
道
与
床
明
神
口
線

に
お
け
る
ト
ン
ネ
ル
点
検
を
実
施

す
る
。

◆
高
規
格
道
路
整
備
等
◆

　
高
知
東
部
自
動
車
道
で
あ
る
「
高

知
Ｉ
Ｃ
〜
高
知
南
Ｉ
Ｃ
」
が
平
成

３２
年
度
に
開
通
の
見
通
し
と
な
り
、

「
芸
西
西
Ｉ
Ｃ
〜
安
芸
西
Ｉ
Ｃ
」
で

も
用
地
買
収
や
一
部
買
収
完
了
区

間
で
の
工
事
着
手
な
ど
、
高
規
格

道
路
の
整
備
を
実
感
で
き
る
状
況

と
な
っ
て
き
て
お
り
、
本
町
を
通

過
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
、
阿
南
安

芸
自
動
車
道
「
奈
半
利
〜
安
芸
」

間
で
は
、
一
昨
年
の
１２
月
に
計
画

段
階
評
価
に
位
置
付
け
ら
れ
、
昨

年
９
月
に
は
、
地
域
と
道
路
の
実

情
を
把
握
し
、
道
路
計
画
の
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
、

地
域
住
民
や
企
業
等
を
対
象
と
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

実
施
さ
れ
、
こ
の
結
果
を
受
け
、

本
年
１
月
に
四
国
地
方
小
委
員
会

に
お
い
て
、
政
策
目
標
を
達
成
す

る
た
め
、
３
ル
ー
ト
帯
案
が
示
さ

あ
ん

た
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行
っ
た
。

　
ま
た
、
継
続
的
に
受
け
入
れ
て

い
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
マ
レ
ー

シ
ア
の
大
学
と
四
国
の
大
学
に
よ

る
協
働
研
修
事
業
に
つ
い
て
は
、

せ
せ
ら
ぎ
の
郷
小
川
を
活
動
拠
点

と
し
て
、
地
域
学
習
を
８
月
に
実

施
予
定
で
あ
る
。

◆
旧
中
山
小
中
学
校
活
用
◆

　
こ
れ
ま
で
４
回
の
活
用
検
討
委

員
会
を
実
施
し
、
各
委
員
等
か
ら

提
案
さ
れ
た
、
高
知
大
学
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
・
映
像
村
・
看
護
小
規

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
と
し

て
の
活
用
策
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

　
本
年
度
は
、
提
案
さ
れ
た
活
用

策
の
事
業
内
容
、
整
備
費
な
ど
を

示
し
た
上
で
、
各
委
員
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
、
町
の
活
性
化
や
課

題
解
決
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
活

用
計
画
を
早
急
に
取
り
ま
と
め
る
。

◆
町
総
合
振
興
計
画
◆

　
町
施
策
の
根
幹
と
な
る
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
町
総
合
振
興

計
画
に
つ
い
て
は
、
現
計
画
の
終

期
が
平
成
３１
年
度
ま
で
と
な
っ
て

お
り
、
次
期
計
画
の
策
定
に
先
立

ち
、
本
年
度
、
住
民
満
足
度
や
町

施
策
の
課
題
を
把
握
す
る
た
め
の

英
語
教
育
の
充
実
に
向
け
た
、
実

践
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
園
小
中
連
携
教
育
の
推
進
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
発
達
や
学
び
の
連

続
性
を
重
視
し
、
園
か
ら
小
学
校

へ
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で
き
る
よ
う

交
流
授
業
や
乗
り
入
れ
授
業
を
通

じ
て
、
園
小
の
連
携
・
協
力
を
推

住
民
意
識
調
査
を
実
施
す
る
が
、

本
計
画
は
、
３２
年
度
の
予
算
編
成

方
針
決
定
に
向
け
た
重
要
な
位
置

付
け
と
な
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
実

効
性
の
高
い
計
画
の
早
期
策
定
を

目
指
し
、
住
民
意
識
調
査
か
ら
計

画
策
定
ま
で
を
一
元
的
に
進
行
管

理
す
る
た
め
、
２
カ
年
契
約
に
よ

る
事
業
進
捗
を
図
る
考
え
で
あ
り
、

債
務
負
担
行
為
の
設
定
を
行
う
。

　
ま
た
、
総
合
振
興
計
画
の
実
施

計
画
の
一
つ
で
あ
る
、
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

は
、
２９
年
度
の
事
業
実
績
と
本
年

度
の
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
、
内

部
及
び
有
識
者
会
議
に
よ
り
検
証
・

協
議
の
う
え
、
重
要
業
績
指
標
（
Ｋ

Ｐ
Ｉ
）
の
達
成
に
向
け
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
に
基
づ
く
着
実
な
進
捗

管
理
を
し
て
い
く
が
、
本
計
画
終

期
が
３１
年
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
た
な
策
定
に
つ
い
て
は
、
国
の

動
向
が
未
確
定
な
状
況
で
は
あ
る

が
、
総
合
振
興
計
画
の
策
定
と
同

時
並
行
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

◆
行
政
訴
訟
の
状
況
◆

　
昨
年
７
月
に
住
民
監
査
請
求
者

の
３
人
か
ら
高
知
地
方
裁
判
所
に

提
訴
が
あ
っ
た
、
安
田
第
一
土
地

改
良
区
に
対
す
る
助
成
金
住
民
訴

訟
事
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

５
回
の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、
今

月
の
第
６
回
口
頭
弁
論
で
原
告
の

反
論
を
経
て
、
結
審
す
る
見
込
み

で
あ
る
。
裁
判
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
適
宜
議
会
に
報
告
す
る
。

◆
学
校
教
育
◆

　
新
年
度
の
重
点
的
な
行
動
計
画
・

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
状
況

は
、
２
カ
月
を
経
過
し
た
ば
か
り

で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
現
在
進
行

形
の
域
を
出
て
い
な
い
が
、
学
校

教
育
で
は
、
例
年
同
様
に
４
月
１７

日
に
小
学
６
年
生
、
中
学
３
年
生

を
対
象
に
、
国
語
、
算
数
、
中
学

で
は
数
学
、
そ
れ
と
３
年
に
一
度

の
理
科
を
合
わ
せ
た
、
３
教
科
の

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
を
実
施

し
た
。

　
国
の
結
果
は
、
８
月
下
旬
に
出

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視

点
か
ら
の
学
習
過
程
の
改
善
を
図

り
、
生
き
て
働
く
知
識
の
習
得
や

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
の
育

成
を
目
指
し
た
教
科
指
導
や
授
業

改
善
に
取
り
組
み
、
基
礎
学
力
の

定
着
・
向
上
の
推
進
を
図
る
と
と

も
に
、
複
数
教
員
に
よ
る
指
導
と

学
習
習
慣
の
定
着
を
進
め
る
。

　
ま
た
、
平
成
３２
年
度
か
ら
小
学

校
で
英
語
が
正
式
な
教
科
と
な
る

こ
と
か
ら
、
本
年
度
、
県
の
外
国

語
教
育
コ
ア
エ
リ
ア
実
践
研
究
指

定
事
業
に
よ
り
、
小
学
校
を
中
心

に
先
進
地
視
察
や
授
業
研
修
等
、

教
育
行
政
の
状
況

外国語教育実践研究指定校となった安田小学校
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進
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
で

も
学
習
上
の
共
通
課
題
に
対
応
し

て
、
小
中
学
校
の
一
層
の
連
携
を

図
り
、
９
年
間
の
教
育
課
程
を
見

通
し
た
教
育
活
動
を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
も
関

連
し
た
、
郷
土
が
輩
出
し
た
先
人

や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
の
ふ
る
さ

と
学
習
の
定
着
と
充
実
や
子
ど
も

の
夢
実
現
事
業
な
ど
、
町
の
独
自

性
を
活
か
し
た
活
動
も
推
進
し
て

い
る
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、

学
習
障
が
い
、
注
意
欠
陥
、
自
閉

症
な
ど
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
把

握
に
努
め
、
小
学
校
に
特
別
支
援

教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
そ
の
推

進
と
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　
い
じ
め
・
虐
待
か
ら
命
を
守
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ろ

の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
、

最
悪
の
事
態
を
想
定
し
た
迅
速
な

対
応
な
ど
、
予
防
的
指
導
と
教
職

員
全
員
に
よ
る
取
り
組
み
の
徹
底

を
、
ま
た
、
児
童
生
徒
の
集
団
づ

く
り
な
ど
に
よ
る
不
登
校
の
未
然

防
止
対
策
の
充
実
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
ま
た
、
若
い
世
代
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
、

◆
教
育
長
の
任
命
同
意
◆

　
現
教
育
長
の
任
期
が
、
６
月
３０

日
を
も
っ
て
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
後
任
の
教
育
長
任
命
に
つ
い

て
同
意
を
求
め
る
も
の
。

審
議
結
果

…

賛
成
多
数
（
同
意
）

◆
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
伴
う
同
意
◆

　
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
固

定
資
産
評
価
に
つ
い
て
の
不
服
申

し
立
て
に
対
す
る
審
査
機
関
と
し

て
設
置
を
し
て
い
る
、
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
（
定
数

３
人
）
の
う
ち
２
人
の
委
員
の
任

期
が
満
了
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

引
き
続
き
現
委
員
で
あ
る

昨
年
度
か
ら
、
保
育
料
の
完
全
無

償
化
を
実
施
し
て
お
り
、
現
在
、

８２
人
の
乳
幼
児
が
通
園
し
て
い
る
。

◆
社
会
教
育
◆

　
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
整

備
・
充
実
に
努
め
、
各
種
文
化
教
室
、

講
座
の
開
設
や
地
域
の
学
習
活
動

を
支
援
し
な
が
ら
、
生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
現
在
、
志
国
高
知
幕
末

維
新
博
関
連
企
画
第
３
弾
と
し
て
、

地
域
会
場
の
安
田
ま
ち
な
み
交
流

館
「
和
」
に
て
行
っ
た
、
石
田
英

吉
や
高
松
太
郎
ら
海
援
隊
士
１２
人

に
焦
点
を
当
て
、
明
治
と
い
う
新

し
い
時
代
に
飛
び
込
ん
だ
海
援
隊

士
の
足
取
り
を
追
っ
た
企
画
展
「
其

の
後
の
海
援
隊
士
た
ち
」
が
好
評

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
期
間
を
延

長
し
６
月
３０
日
ま
で
開
催
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
第
４
弾
と
し
て
７

月
７
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
、
中

芸
み
ん
な
の
日
本
遺
産
写
真
・
資

料
展
「
日
本
一
の
御
留
山
か
ら
魚

梁
瀬
森
林
鉄
道
へ
」
を
開
催
す
る
。

　
地
域
の
教
育
力
再
生
・
向
上
の

推
進
で
は
、
多
様
な
手
段
を
通
じ

て
学
習
機
会
や
情
報
の
提
供
に
努

め
る
と
と
も
に
、
保
護
者
間
の
交

流
や
子
育
て
相
談
機
能
の
充
実
に

よ
る
家
庭
教
育
の
支
援
を
行
い
、

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
の
教
育
力
の

再
生
、
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
・
確
保
に

努
め
な
が
ら
「
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
事
業
」
の
運
営
体
制
の
充

実
・
強
化
を
図
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
学
校
運
営
を
支
援
し
て
い
く
た

め
の
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

の
充
実
・
強
化
に
も
努
め
て
い
る
。

◆
平
成
29

年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
9
号
）
◆

　
平
成
２９
年
度
末
に
特
別
交
付
税

額
が
確
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
次

年
度
以
降
の
施
設
整
備
に
係
る
安

定
的
な
財
源
確
保
の
た
め
、
施
設

等
整
備
基
金
へ
の
積
立
措
置
等
を

行
う
こ
と
と
し
、
平
成
３０
年
３
月

３０
日
付
け
で
専
決
処
分
を
し
た
も

の
。

審
議
結
果

…

全
員
賛
成
（
承
認
）

◆
安
田
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
◆

◆
安
田
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
◆

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
が
平
成
３０
年
３
月
３１
日

付
け
で
公
布
、
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
平
成
３０

年
３
月
３１
日
付
け
で
専
決
処
分
を

し
た
も
の
。

　
町
税
条
例
の
改
正
の
概
要
は
、

法
人
町
民
税
に
係
る
課
税
特
例
の

見
直
し
と
、
固
定
資
産
税
の
負
担

調
整
措
置
や
課
税
標
準
特
例
措
置

等
の
延
長
と
あ
わ
せ
、
国
が
定
め

る
範
囲
内
で
地
方
が
独
自
に
定
め

る
こ
と
が
で
き
る
「
地
域
決
定
型

税
制
特
例
措
置
（
わ
が
ま
ち
特
例
）
」

の
対
象
施
設
の
拡
充
を
行
う
も
の
。

　
国
保
税
条
例
の
改
正
の
概
要
は
、

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
負
担

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
課
税
限

度
額
と
、
低
所
得
者
に
係
る
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
判
定
所
得
の

見
直
し
を
行
う
も
の
。

審
議
結
果

…

2
件
と
も
全
員
賛
成

（
承
認
）

専

決

処

分

内

容

内

容

内

容

内

容 人

　

　事
山本　誠氏（64歳）

お

と
め
や
ま
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　清
岡

　東
洋
夫
氏
（
７５

歳
）

　小
松

　光
雄
氏
（
６８

歳
）

を
選
任
す
る
も
の
。

審
議
結
果
…
2
件
と
も
全
員
賛
成

（
同
意
）

◆
安
田
町
税
条
例
の
一
部
改
正
◆

　
中
小
企
業
者
の
設
備
投
資
へ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
「
生
産
性
向

上
特
別
措
置
法
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
町
税
条
例
の
一
部

改
正
を
行
う
も
の
で
、
中
小
企
業

者
が
町
の
認
定
を
受
け
て
実
施
す

る
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
先
端

設
備
導
入
の
支
援
措
置
と
し
て
、

償
却
資
産
の
課
税
限
度
額
特
例
措

置
を
、
条
例
上
に
位
置
付
け
る
も

の
。

問

　中
古
設
備
も
対
象
と
な
る
の

か
。

答
　
新
規
取
得
設
備
が
対
象
で
あ

る
。

審
議
結
果
…
全
員
賛
成
（
可
決
）

化
さ
れ
、
数
カ
所
必
要
で
は
な
い

か
。　私

案
で
あ
る
が
、
集
会
所
の
西

側
に
も
洋
式
の
ト
イ
レ
を
作
る
計

画
は
な
い
か
。

　と
に
か
く
、
地
区
住
民
の
代
表

と
も
っ
と
話
し
合
っ
て
も
ら
い
た

い
。

西
岡
総
務
課
長

　
先
月
２４
日
に
自
治
会
長
と
役
員

２
人
が
来
庁
し
、
不
動
集
会
所
の

ト
イ
レ
の
件
で
相
談
を
受
け
て
い

る
。

　
内
容
は
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
事
業
の
利
用
者
の
利
便

性
向
上
の
た
め
、
高
齢
者
が
利
用

し
や
す
い
集
会
所
ト
イ
レ
の
改
修

が
で
き
な
い
か
と
の
こ
と
で
、
現

状
の
ト
イ
レ
の
利
用
状
況
と
問
題

点
、
自
治
会
と
し
て
ど
う
い
う
改

修
の
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
か
、

地
元
の
意
向
を
う
か
が
っ
た
。

◆
平
成
30

年
度
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
1
号
）
◆

　
当
面
、
そ
の
執
行
に
緊
急
を
要

す
る
必
要
が
生
じ
た
事
項
に
つ
い

て
、
追
加
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
。

　
補
正
の
主
な
内
容
は
、

○
外
国
語
教
育
実
践
研
究
指
定
校

の
決
定
等
に
伴
う
物
件
費
等
の

追
加  
　
　
　
　
　
　
　
３９
万
円

○
レ
ン
タ
ル
畜
産
施
設
等
整
備
事

業
に
伴
う
建
設
事
業
費
の
追
加

３
８
１
万
円

補
正
後
の
予
算
総
額

　
　
　
　
２９
億
８
７
２
０
万
円

審
議
結
果
…
全
員
賛
成
（
可
決
）

◆
平
成
29

年
度
町
一
般
会
計
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告
◆

　
平
成
３０
年
度
に
繰
り
越
し
て
執

行
す
る
事
業
と
繰
越
額
の
報
告
。

平
成
３０
年
度
へ
の
繰
越
金
額

１
億
６
５
３
６
万
３
千
円

〔
内
訳
〕

○
移
住
促
進
住
宅
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
５
０
４
０
万
円

○
唐
浜
地
区
用
排
水
路
改
修
工
事

外
　
　
　
　
　  

２
６
０
０
万
円

○
県
営
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

負
担
金
　
　  

１
５
０
万
３
千
円

○
県
営
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

負
担
金
　
　  

２
５
７
万
５
千
円

○
県
営
地
方
特
定
道
路
整
備
事
業

負
担
金
　 

　 

５
３
８
万
５
千
円

○
町
道
井
ノ
岡
線
舗
装
工
事
外

　
　
　
　
　
　
　
７
２
８
０
万
円

○
町
道
東
谷
神
峯
線
道
路
改
良
工

事
　
　
　
　
　
　  

６
７
０
万
円

濵
口
議
員

　不
動
集
会
所
で
は
、
毎
週
「
百

歳
体
操
」
が
行
わ
れ
、
６
月
３
日

に
は
「
ふ
ど
う
あ
じ
さ
い
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
た
。

　ま
た
、
他
町
村
か
ら
の
研
修
が

あ
り
、
交
流
が
進
ん
で
い
る
。

　こ
う
し
た
状
態
の
中
で
、
５
月

に
不
動
地
区
の
代
表
者
数
人
が
、

担
当
課
長
に
要
望
書
を
渡
さ
れ
た

と
聞
く
。

　こ
の
６
月
定
例
会
に
補
正
予
算

と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
な
い
が
、

来
年
３
月
の
予
算
に
提
案
す
る
と

い
う
考
え
か
。

　こ
の
集
会
所
の
ト
イ
レ
が
洋
式

条

例

改

正

補

正

予

算

報

　

　告

内

容

内

容

内

容

質

疑

濵口智惠男議員

Q

A

こ
こ
が
知
り
た
い

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

不
動
集
会
所
の
新
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い
て

地
域
と
情
報
共
有
し
な
が
ら
、
補
助
事
業
を

探
し
た
上
で
検
討
し
て
い
く

ＱＡ ＱＡ

繰
越
明
許
費
と
は

　
歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
、

予
算
編
成
後
の
事
由
等
に
よ
り

当
該
年
度
内
に
支
出
を
終
わ
ら

な
い
見
込
み
が
あ
る
も
の
に
つ

い
て
、
予
算
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
翌
年
度
に
限
り
、
繰
り

越
し
て
使
用
で
き
る
経
費
。
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自
治
会
長
に
も
説
明
し
た
が
、

今
後
、
地
域
と
情
報
共
有
し
な
が

ら
、
対
応
で
き
る
補
助
事
業
を
探

し
た
上
で
、
来
年
度
以
降
の
事
業

化
を
検
討
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
議
員

協
議
会
や
定
例
会
の
場
で
報
告
し

て
き
た
。

　
質
問
の
安
田
郵
便
局
の
土
地
等

に
つ
い
て
は
、
町
の
中
心
地
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
の

活
用
策
が
考
え
ら
れ
る
中
で
、
日

本
郵
便
か
ら
は
、
移
転
後
の
土
地
・

濵
口
議
員

　新
庁
舎
の
建
設
で
安
田
郵
便
局

と
、
Ｊ
Ａ
安
田
の
一
部
窓
口
が
新
庁

舎
の
窓
口
に
設
置
さ
れ
る
。

　安
田
町
と
し
て
、
安
田
郵
便
局

の
土
地
を
安
田
町
に
払
い
下
げ
を

要
望
し
、
こ
の
土
地
を
南
海
地
震
、

津
波
と
の
関
連
で
、
町
民
の
生
命

を
守
る
た
め
に
「
津
波
避
難
の
施

設
」
を
案
と
し
て
考
え
て
は
ど
う

か
。
近
隣
の
地
区
住
民
は
老
齢
化

が
進
み
、
避
難
が
困
難
な
方
が
年
々

多
く
な
っ
て
い
る
。

　ま
た
、
Ｊ
Ａ
安
田
の
建
物
が
、
壊

さ
れ
る
と
聞
く
。「
町
づ
く
り
計
画
」

の
中
で
、
消
防
道
路
、
津
波
避
難

道
路
等
の
計
画
に
つ
い
て
考
え
ら

れ
て
い
る
が
、
Ｊ
Ａ
と
の
話
し
合
い

に
つ
い
て
、
担
当
課
と
し
て
現
段

階
で
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

中
川
地
域
創
生
課
長

　
新
庁
舎
で
は
、
質
の
高
い
窓
口

サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提

供
す
る
た
め
、
町
役
場
機
能
の
ほ

か
に
、
町
内
の
主
要
な
公
共
的
機

関
で
あ
る
土
佐
あ
き
農
協
安
田
支

所
及
び
安
田
郵
便
局
に
新
庁
舎
へ

の
移
転
を
要
請
し
た
結
果
、
両
者

と
も
に
大
筋
で
の
合
意
に
至
っ
て

新トイレの設置が望まれる不動集会所

安
田
郵
便
局
と
Ｊ
Ａ
安
田
の
土
地
に
つ
い
て

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据
え
な
が
ら
、

協
議
・
検
討
を
進
め
て
い
く

ＱＡ ＱＡ

移転予定の安田郵便局
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建
物
の
払
い
下
げ
は
可
能
と
の
回

答
が
あ
り
、
指
摘
の
防
災
対
策
に

つ
い
て
も
、
消
防
屯
所
の
跡
地
利

用
も
含
め
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
県
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

道
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
震
対
策

や
道
路
整
備
事
業
な
ど
、
活
用
可

能
と
考
え
ら
れ
る
事
業
選
択
を
含

め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
見
据

え
な
が
ら
、
土
佐
あ
き
農
協
と
敷

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
協
議
を
重

ね
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
計
画
・
構
想

に
つ
い
て
は
、
庁
舎
建
設
と
並
行

し
て
策
定
す
る
町
総
合
振
興
計
画

や
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
上
に
位
置
付
け
し
、
住
民

の
財
産
と
し
て
将
来
に
残
し
て
い

け
る
よ
う
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
く
。

の
強
み
を
活
か
し
た
新
た
な
展
開

を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
動
き
の
あ
る
中
、
キ
ャ

ン
プ
場
の
前
に
は
、
日
本
一
の
鮎

が
棲
む
清
流
安
田
川
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
鮎
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

育
成
に
よ
る
、
体
験
・
滞
在
型
観

光
施
設
と
し
て
の
整
備
や
、
老
朽

田
之
上
議
員

　高
知
県
は
、
３
月
に
平
成
30

年

度
産
業
振
興
計
画
を
発
表
し
た
。

「
ポ
ス
ト
幕
末
維
新
博
」
で
は
、
幕

末
維
新
博
で
培
っ
て
き
た
、
歴
史

観
光
の
勢
い
を
維
持
さ
せ
つ
つ
、

「
自
然
」
や
「
体
験
」
を
前
面
に
出

し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、

自
然
体
験
型
観
光
の
磨
き
上
げ
と

と
も
に
、
周
辺
施
設
や
事
業
者
等

と
の
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
を
さ
ら
に

進
め
て
い
く
こ
と
で
受
け
入
れ
態

勢
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
「
歴

史
」
、「
自
然
」
、「
食
」
を
ベ
ー
ス
に
、

そ
の
時
々
の
流
行
を
つ
か
み
な
が

ら
、
本
県
の
強
み
を
最
大
限
に
活

か
し
た
展
開
を
行
う
方
向
性
を
示

し
て
い
る
。

　安
田
川
ア
ユ
お
ど
る
清
流
キ
ャ

ン
プ
場
も
、
１
９
９
３
年
に
建
築

後
、
25

年
が
経
過
し
て
お
り
、
利

用
方
法
を
含
め
安
田
町
ら
し
い
自

然
体
験
型
観
光
を
推
進
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　現
在
の
利
用
実
績
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
分
析

は
で
き
て
い
る
の
か
。

今
村
経
済
建
設
課
長

　
安
田
川
ア
ユ
お
ど
る
清
流
キ
ャ

ン
プ
場
は
、
交
流
人
口
拡
大
に
よ

る
町
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、

平
成
４
年
度
か
ら
平
成
８
年
度
に

か
け
て
、
キ
ャ
ビ
ン
５
棟
、
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
１８
区
画
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
サ
イ
ト
１１

区
画
の
整
備
を

行
っ
て
お
り
、
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
平
成
１８
年
度
か
ら
、
瀬

切
部
落
管
理
組
合
を
指
定
管
理
者

と
し
て
、
管
理
運
営
を
行
っ
て
い

る
。

　
利
用
状
況
は
、
平
成
８
年
度
が

ピ
ー
ク
で
、
６
千
人
を
超
え
る
利

用
者
が
あ
っ
た
が
、
以
降
は
減
少

傾
向
と
な
り
、
現
在
は
３
千
人
を

下
回
り
、
利
用
者
数
が
半
減
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
施

設
の
被
災
に
よ
り
、
キ
ャ
ン
プ
サ

イ
ト
の
利
用
が
で
き
ず
、
復
旧
後

の
Ｐ
Ｒ
不
足
や
、
ま
た
県
内
各
地

に
新
た
な
施
設
が
増
え
て
き
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
県
で
は
、
幕
末
維
新
博
後
の
観

光
振
興
策
と
し
て
、
自
然
体
験
型

観
光
の
取
り
組
み
を
進
め
、
本
県

田之上健太議員

安
田
川
ア
ユ
お
ど
る
清
流
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

住
民
、
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
、
自
然
と
共
存
し
た

新
た
な
施
設
と
し
て
、
集
客
を
図
っ
て
い
く

ＱＡ ＱＡ

利用者数が減少したキャンプ場
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議会は公開が原則です

議会を傍聴してみませんか

＊次回の定例会は、9月中旬にひらかれます。

皆さんお気軽においでください

化
し
た
施
設
の
改
修
も
含
め
、
ア

ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
に
施
設
の
監

修
等
を
打
診
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　今
後
は
、
専
門
的
な
立
場
の
方

か
ら
助
言
を
い
た
だ
き
、
自
然
と

共
存
し
た
新
た
な
キ
ャ
ン
プ
場
を

核
と
し
て
、
住
民
、
利
用
者
に
愛

さ
れ
る
施
設
と
し
て
の
在
り
方
を

検
討
し
、
今
ま
で
以
上
の
集
客
を

図
っ
て
い
く
。

黒
岩
町
長

　行
政
と
し
て
も
、
指
定
管
理
者

と
互
い
に
意
見
を
交
わ
し
、
研
究

を
重
ね
、
反
省
も
し
な
が
ら
、
よ

り
多
く
の
利
用
者
に
愛
さ
れ
る
施

設
と
な
る
よ
う
に
努
め
る
。

◆
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条
約

の
批
准
作
業
を
進
め
る
こ
と
を
求

め
る
意
見
書
◆

　広
島
と
長
崎
の
被
爆
か
ら
今
年

で
７３
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。　ヒ

バ
ク
シ
ャ
は
こ
の
間
、
国
際

政
治
の
場
で
自
ら
の
体
験
を
語
っ

て
き
ま
し
た
。
核
兵
器
の
非
人
道

性
、
核
爆
発
の
す
さ
ま
じ
さ
、
そ

の
悲
惨
さ
は
世
界
の
共
通
認
識
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
長
年
の
努
力
が
実

を
結
び
、
昨
年
７
月
、
国
連
は
、

３
分
の
２
に
の
ぼ
る
加
盟
国
と
世

界
の
市
民
社
会
の
支
持
を
得
て
、

核
兵
器
禁
止
条
約
を
採
択
し
ま
し

た
。　禁

止
条
約
は
核
兵
器
を
明
文
上

も
違
法
化
し
、
世
界
の
核
実
験
の

ヒ
バ
ク
シ
ャ
の
救
済
措
置
も
明
記

し
ま
し
た
。
人
類
は
核
兵
器
廃
絶

に
向
け
て
歴
史
的
な
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　し
か
し
、
核
保
有
国
と
そ
れ
と

同
盟
す
る
日
本
を
は
じ
め
と
す
る

国
々
は
「
核
抑
止
力
」
論
に
固
執
し
、

こ
れ
に
背
を
向
け
て
い
ま
す
。

　唯
一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
必

要
な
こ
と
は
、
核
兵
器
の
な
い
世

界
の
実
現
に
向
け
て
、
禁
止
条
約

を
支
持
し
、
調
印
、
批
准
し
、
世

界
の
世
論
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
で

す
。　ヒ

バ
ク
シ
ャ
の
平
均
年
齢
は
８０

歳
を
超
え
ま
し
た
。
ヒ
バ
ク
シ
ャ

の
「
生
き
て
い
る
う
ち
に
核
兵
器

廃
絶
を
」
の
声
を
受
け
止
め
「
核

兵
器
の
な
い
世
界
」
を
実
現
す
る

た
め
に
力
を
つ
く
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　日
本
政
府
と
し
て
、
核
兵
器
禁

止
条
約
の
批
准
手
続
き
を
進
め
る

よ
う
求
め
ま
す
。

意

　見

　書

活用が検討されるキャンプ場
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産
業
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会
の
所
管
事
項
調
査

日
時

　平
成
３０
年
５
月
２１
日

調
査
事
項

①
平
成
３０
年
度
経
済
建
設
課
・
町
民
生
活
課

の
主
要
事
業
の
執
行
計
画
に
つ
い
て

②
そ
の
他

経
過　経

済
建
設
課
、
町
民
生
活
課
か
ら
資
料
に

基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の
後
、
次
の

と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
稚
魚
放
流
等
に
よ
る
資
源
増
殖
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
効
果
の
検
証
等
を
十
分
に

行
う
こ
と
。

◎
住
宅
等
使
用
料
並
び
に
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
金
の
回
収
に
つ
い
て
は
、
庁
内
組
織

で
の
連
携
は
も
と
よ
り
、
今
後
移
管
が
計

画
さ
れ
て
い
る
債
権
管
理
機
構
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
対
応
に
努
め
る
こ
と
。

日
時

　平
成
３０
年
５
月
２２
日

調
査
事
項

①
平
成
３０
年
度
総
務
課
・
地
域
創
生
課
・
教

育
委
員
会
の
主
要
事
業
の
執
行
計
画
に
つ

い
て

②
そ
の
他

経
過　総

務
課
、
地
域
創
生
課
、
教
育
委
員
会
か

ら
資
料
に
基
づ
き
説
明
を
受
け
、
協
議
の

後
、
次
の
と
お
り
ま
と
め
を
行
っ
た
。

調
査
結
果

◎
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
地
域
経
済

へ
の
効
果
も
期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
さ

ら
な
る
工
夫
と
企
画
立
案
に
よ
り
推
進
を

図
る
こ
と
。

◎
保
育
・
学
校
で
は
災
害
に
備
え
た
避
難
訓

練
が
定
期
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
子

ど
も
を
預
か
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認
し
、

現
場
の
教
育
者
に
は
よ
り
一
層
の
指
導
徹

底
を
図
る
こ
と
。

　
産
業
厚
生
・
総
務
教
育
の
両
常
任
委
員
会
は
、
こ
の
ほ
ど
所
管
事
項
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
次
の
と
お
り
議
長
に
報
告
し
た
。

13

日
＝
物
部
川
・
仁
淀
川
総
合
水
防
演

習

　
　
　
　
　
　

 

　（
南
国
市
）

14

日
＝
道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
高

知
県
地
方
協
議
会
通
常
総
会

（
高
知
市
）

　
　
　道
路
整
備
促
進
高
知
県
大
会

（
高
知
市
）

15

日
＝
国
道
4
9
3
号
線
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
監
査

20

日
＝
安
田
小
学
校
運
動
会

21

日
＝
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

22

日
＝
総
務
教
育
常
任
委
員
会

23

日
＝
新
庁
舎
建
設
に
お
け
る
議
会
議

員
ヒ
ア
リ
ン
グ

　
　
　中
芸
地
区
商
工
会
通
常
総
会

25

日
＝
安
田
町
交
通
安
全
町
民
会
議
総

会

28

・
29

日
＝
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

研
修
会

　

    

　（
東
京
都
）

30

日
＝
安
芸
地
区
地
域
安
全
協
会
総
会

（
安
芸
市
）

　
　
　―

　6

　月

　―

6
日
＝
議
員
協
議
会

8
日
＝
議
会
運
営
委
員
会

10

日
＝
町
内
環
境
美
化
行
動

　
　
　―

　3

　月

　―

11

日
＝
安
田
中
学
校
卒
業
式

21

日
＝
安
田
小
学
校
卒
業
式

22

日
＝
ご
め
ん
・
な
は
り
線
活
性
化
協

議
会
総
会

　
　
　
　

 

（
安
芸
市
） 

23

日
＝
中
芸
広
域
連
合
議
会
定
例
会

（
中
芸
広
域
体
育
館
）

27

日
＝
安
芸
広
域
市
町
村
圏
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
組
合
議
会
定
例
会

（
奈
半
利
町
）

　
　
　―

　4

　月

　―

7
日
＝
安
田
中
学
校
入
学
式

9
日
＝
安
田
小
学
校
入
学
式

19

日
＝
安
田
町
議
会
視
察
研
修

（
い
の
町
・
仁
淀
川
町
）

　
　
　―

　5

　月

　―

8
日
＝
安
芸
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期

総
会

　
　
　
　
　
　

 

（
田
野
町
）

11

日
＝
議
員
協
議
会

議
会
の
う
ご
き
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和通信
なごみ

　早朝の庭に蝉、ぐっと汗がふき出します。

『今日も暑いねー』行きかう人の挨拶、タオルを握り通り過ぎます。

　志国高知幕末維新博関連企画第４弾「中芸みんなの日本遺産写真・資料展～日

本一の御留山から魚梁瀬森林鉄道へ～」、大勢の来館者で賑わっています。

　昔なつかしい想い出にひたりながら、ゆっくりと私たちの短かな森林鉄道の歴史

の旅はいかがでしょうか。

　ぜひ、ご来館くださいませ、お待ちしています。

安田まちなみ交流館・和
開 館 時 間／午前9：00～午後5：00
企画展観覧料／200円
       （高校生以下、障害者手帳所持者無料）
定 休 日／水曜日
【※企画展開催期間中は無休】

安田町大字安田１６７４－１ ☎・FAX 38-3047
安田町歴史･文化･観光ナビサイト なごみの旅
 http://yasuda-nagomi.com/

なごみ

安

　田

　文

　芸

（順不同）

　
川

　柳

中

　
　淑
美

雨
上
が
り

　青
空
見
上
げ

　傘
忘
れ

断
捨
離
を

　し
た
の
は
良
い
が

　ア
レ
が
な
い

西
岡

　益
子

梅
雨
晴
れ
間

　ペ
ッ
ト
洗
濯

　目
尻
下
げ

拭
き
掃
除

　心
地
よ
い
風

　素
足
な
で

小
松
由
加
子

お
早
よ
う
さ
ん

　ド
タ
バ
タ
元
気

　孫
の
声

ベ
ル
ギ
ー
戦

　お
じ
さ
ん
ジ
ャ
パ
ン

　頑
張
っ
て

西
岡
佐
千
子

梅
雨
は
れ
間

　あ
じ
さ
い
の
花

　雨
を
待
つ

雷
の

　う
た
で
今
年
も

　梅
雨
は
あ
け

長
戸

　寿
子

重
い
空

　雷
だ
け
が

　上
機
嫌

久
し
振
り

　体
重
計
は

　右
に
振
り

町県民税 第 2 期分
国民健康保険税 第 2 期分
後期高齢者医療保険料 第 2 期分

8月31日納期日

お とめやま

ゆるキャラグランプリ２０１８

安田朗への応援をお願いします！
あん　　た　　ろう

　８月１日から１１月９日まで、ゆるキャラグランプリ２０１８の投票が行われています。

　安田町のイメージキャラクター「安田朗」もエントリーしています。

　パソコンやスマートフォン、携帯電話等からメールアドレスを登録していただくと、投票（メールアドレス

１つにつき１日１回投票可能）することができます。

　職場やご家庭、ご近所の皆さんにも応援の輪を広げていただきますようお願いいたします。

検 索ゆるキャラグランプリ２０１８

ポチッ！
（検索）


